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※都合により内容を変更する場合がございます。予めご了承ください。

１３時～14時 場所／にのさかクリニック
参加
無料健康教室のご案内健康教室のご案内 毎週火曜日   第３週のみ金曜日

2022年

No.308号 

   2月

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

9:00 午前 外来診療

訪問診療

外来診療
13:00 昼休み 健康教室 昼休み

休診14:00
午後

訪問診療 訪問診療
17～18:00 ※外来診療 ※外来診療

※ 午後5：00～6：00の外来診療は、訪問診療の都合により診療開始時間が遅れる場合や診療が 
　　　   できないことがございます。診察をご希望の方は、事前にお電話いただけると幸いです。

Equity（公平、公正）とは

医 師 募 集

　少し遡りますが、昨年10月の世界緩和ケアデーにお
いて、私たちは世界の緩和ケアの現状について考えま
した。その中でとても大切な考えの一つにEquity（公
平、公正）という言葉がありました。 
　日本などの先進国にいると想像がしにくいですが、
世界を見渡すと、WHOの報告では緩和ケアは必要とす
る人々の約86％に十分に行き渡っていない、と言う現
実があります。同じように生きている私たち人間です
が、生まれた場所や人種、社会的背景が異なることに
より必要な医療にアクセスできない、という状況が世
界中に存在しています。 
　図は世界ホスピス緩和ケアデーの昨年のポスターで
す。図には果物がなった木が描いてあり、その下には
人々が立っています。皆が果物に向かって手を伸ばして
います。左の３人には同じ高さの足台が与えられてい
ます。一番左の背の高いかたは果実を手にできていますが、他の２人は手にできてい
ません。一方、右の3人はどうでしょう。みんなの背の高さに応じて適切な足台が与
えられ、皆が果物を手にすることができています。 
　ここで果物を必要とされている医療そのものと考えてみます。そうすると、背の低
いかたは、医療へのアクセスの制限があるかた全般を表しているとも考えられます。
住む場所、言語や人種の違い、社会的背景による制限、生まれ持った障害など様々な
状況により、必要なリソースに対するアクセスに障害のある方々、とみることができ
ます。一方、左側で唯一果物を手に取ることができた、背の高いかた。これは、そう
いった障壁があまりないかたと言えそうです。【続きは次のページへ】 

Event 催し物・イベントのご案内

ホームページ http://www.drnino.jp/ 
E-mail  dr_nino@nifty.com

2月27日（日）
在宅ホスピスフェスタ2022 

WEBでも同時配信

ふれあえない現在(いま)、ぬくもりを届けたい 
～望む場所で大切な人と最期まで～ 

在宅療養・在宅ホスピスについて、まるごと
知っていただける在宅ホスピスフェスタ。 
今年度はアクロス福岡（WEB配信あり）で
開催します。詳しい内容や申込方法等は3面
をご覧ください。

地域のかかりつけ医として25年、外来から 
在宅まで一貫した診療で、患者さんに寄り添
い、その人らしく生きることを最期まで支え
るクリニックです。 
在宅・訪問診療の経験は全く問いません。 
どうぞお気軽にお問い合わせください。 
    にのさかクリニック TEL:092-872-1136　 
　 

看護師募集 （在宅・訪問診療）

クリニックからのお願い

発熱または風邪症状のある方は 
まずはお電話にてご相談ください 

受診できる時間や受診する方法について 
ご案内いたします 

にのさかクリニック 
☎ 092-872-1136  

症状や経過によっては、 
他の医療機関へ受診をお願いする場合があります 

定期の受診、その他の症状で受診される方は 
できるだけ12時までの受診をおすすめします 

皆様のご理解とご協力をお願いいたします 

新型コロナウイルス感染症対策 
～発熱時の受診について～

新型コロナウイルス感染症への対応のため、健康教室はしばらくのあいだ 
　　　　おやすみします。再開が決まり次第、この紙面でお知らせします。 

●日時：2月27日（日）10:30～16:30 
●場所：アクロス福岡 1階円形ホール 
　　　　福岡市中央区天神1-1-1 
　　　※2階交流ギャラリーではポスター展示等あり 
●お問合せ： 
　NPO法人緩和ケア支援センターコミュニティ     
　　　　　　　　　　（TEL092-834-6741） 
福岡県 ふくおか在宅ホスピスをすすめる会 主催 



テーマ「ふれあえない現在(いま) ぬくもりを届けたい」

在宅療養・在宅ホスピスについて、多くの方に知っていただくためのイベント「在宅ホス
ピスフェスタ2022」開催のご案内です。今年度の会場は、アクロス福岡（1階円形ホール）
です。感染症対策のため、人数制限を行っての開催となりWEBでも同時配信します。 
在宅療養・在宅ホスピスに関心のある方であればどなたでも参加いただけます。 
みなさまのご参加お待ちしています。 

　バングラデシュと手をつなぐ会とリバイバ
ル展実行委員会の共催によるイベント「バン
グラデシュ国際交流ウィーク（バングラデシュ
＆日本共同企画展示会）」が福岡アジア美術
館で開催されました。 
　長さ6メートルにも及ぶ手をつなぐ会の活
動記録が書かれた年表の展示やバングラデシュ
の日常風景が描かれた絵画等の展示ほか、リ
バイバル展のフロアでは、バングラデシュの
ファッションや民族衣装・伝統的な織物や刺
繍等が色鮮やかに飾られていました。 
　その他にも、独立50周年を迎えたバング
ラデシュの歴史や文化を学ぶことができる講
演会や記念式典が会場内で企画されており、
バングラデシュと手をつなぐ会の代表を務め
る当院の理事長二ノ坂からは、手をつなぐ会
で32年間行ってきた支援活動のあゆみにつ
いて講演をしました。 

　ご来場いただきましたバングラデシュ協会
や医療介護関係者の方々、患者さん、ご家族
の皆さまありがとうございました。

【前のページより続き】 
　左の3人の状況は”Equality（平等、均
等）”と言われる状況です。これは図の通
り、どんな個人や集団に対しても均等なリ
ソースや機会が与えられる、という意味で
す。逆にいうと、個人の状況や背景に応じ
て果実にアクセスできるような工夫は一切
されておりません。 

　一方、右の3人の状況は”Equity（公平、公正）”と言われるものです。Equityはそれ
ぞれ個人の異なる背景をきちんと認識し、それぞれの個人が必要とするリソースや機
会を適切に配分する、その結果皆が同じ結果を手にすることができる、という状況で
す。大切なのは、同じものが配られる、ということではなく、皆が同じ結果を手にす
ることができる、ということだと思います。果物に手が届かないのは自己責任でしょ
うか。私たちは左側のような社会と右側のような社会、どちらを目指すべきでしょう
か。医療を必要としている方々に対して、同じように痛みや苦しみを和らげることと
いう結果をもたらすことができる、これがEquityということであり、私たちが目指す
べき社会と言えるのではないでしょうか。そういった取り残されるような人が出ない
ような社会にするためには、まずは私たち皆がEquity―公平、公正とは何かを知るこ
とが大切だと思います。Equity（公平、公正）という概念がより多くの人に広がるこ
とで、一人でも多くの人が適切な医療を受けられるような社会へ近づいていくのでは
ないかと信じています。（副院長 西村 崇）

12月16日（木）～12月21日（火）福岡アジア美術館　
バングラデシュ国際交流ウィーク バングラデシュ＆日本共同企画展示会 

2階交流ギャラリーでの 
展示コーナー等 
11:00 ～ 16:30 

2月27日(日)「在宅ホスピスフェスタ2022」を開催します

山の音楽家 Shana コンサート 
10:30 ～ 10:50 

オカリナとギターで奏でる 
あたたかな、やさしい曲の数々。 
だれもが知っている日本の曲、 

どこかで聴いたことがある外国の曲、 
今年のオープニングコンサートは 

どんなレパートリーを 
披露してくれるでしょうか。 

ぜひお楽しみに♪ 

在宅ホスピスを語る会 
13:30 ～ 15:50 

ミニ講座　 
11:00 ～ 12:20 

1 「食べることを通して伝える思い 
　～コロナ禍の在宅嚥下リハビリでわかったこと」 
　講師：高村 美歩さん 
　 （言語聴覚士 三丁目の花や訪問看護ステーション） 
2 「患者が安定、家族が安心する訪問薬剤 
　　　　～多職種連携のなかでの薬剤師の役割」 
　講師：渡辺 崇さん（薬剤師 タカラ薬局舞の里） 

申し込み先： zaitaku@kanwa-care.jp 
　　　　　　 ご所属とお名前の記入をお願いします。 
お問合せ：NPO法人緩和ケア支援センターコミュニティ　 
　　　　　TEL 092-834-6741 
主催：福岡県、ふくおか在宅ホスピスをすすめる会 

事前に 
お申し込みください 

アクロス福岡（WEB配信あり） 

在宅ホスピス啓発事業紹介 
12:30 ～ 13:30 

「ふくおか在宅ホスピスをすすめる会」が 
今年度行った事業を 

ビデオレターで紹介します。 
在宅ホスピスボランティア養成講座 

在宅ホスピスを語る会 
県内各地のボランティアの会の活動など 

写真を交えてお伝えします。 

1 「コロナ禍の中、家族とともにみんなで支えた 
      サ高住での看取り」 
　       ちはやふる和(サ高住) 
　       なごみ訪問看護ステーション ほか 
2「余命告知から在宅看護を選択、家族で寄り 
     添った6カ月」 
          秋吉美千代さん(認定NPO法人 日本セラピュー 
                                ティック・ケア協会前代表) 
          筑紫医師会訪問看護ステーション

・在宅ホスピスに関する情報のポスター展示 
・在宅介護用品の展示　 
・もしバナゲームの紹介、展示 など 

mailto:zaitaku@kanwa-care.jp?subject=
mailto:zaitaku@kanwa-care.jp?subject=
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※都合により内容を変更する場合がございます。予めご了承ください。
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Event 催し物・イベントのご案内

ホームページ http://www.drnino.jp/ 
E-mail  dr_nino@nifty.com

2月27日（日）
在宅ホスピスフェスタ2022 

WEBでも同時配信

ふれあえない現在(いま)、ぬくもりを届けたい 
～望む場所で大切な人と最期まで～ 

在宅療養・在宅ホスピスについて、まるごと
知っていただける在宅ホスピスフェスタ。 
今年度はアクロス福岡（WEB配信あり）で
開催します。詳しい内容や申込方法等は3面
をご覧ください。

地域のかかりつけ医として25年、外来から 
在宅まで一貫した診療で、患者さんに寄り添
い、その人らしく生きることを最期まで支え
るクリニックです。 
在宅・訪問診療の経験は全く問いません。 
どうぞお気軽にお問い合わせください。 
    にのさかクリニック TEL:092-872-1136　 
　 

看護師募集 （在宅・訪問診療）

クリニックからのお願い

発熱または風邪症状のある方は 
まずはお電話にてご相談ください 

受診できる時間や受診する方法について 
ご案内いたします 

にのさかクリニック 
☎ 092-872-1136  

症状や経過によっては、 
他の医療機関へ受診をお願いする場合があります 

定期の受診、その他の症状で受診される方は 
できるだけ12時までの受診をおすすめします 

皆様のご理解とご協力をお願いいたします 

新型コロナウイルス感染症対策 
～発熱時の受診について～

新型コロナウイルス感染症への対応のため、健康教室はしばらくのあいだ 
　　　　おやすみします。再開が決まり次第、この紙面でお知らせします。 

●日時：2月27日（日）10:30～16:30 
●場所：アクロス福岡 1階円形ホール 
　　　　福岡市中央区天神1-1-1 
　　　※2階交流ギャラリーではポスター展示等あり 
●お問合せ： 
　NPO法人緩和ケア支援センターコミュニティ     
　　　　　　　　　　（TEL092-834-6741） 
福岡県 ふくおか在宅ホスピスをすすめる会 主催 


